
埼玉県毛呂山町の鎌倉街道上道は、令和4年
11月、国の史跡に指定されました。
「中世の街道の遺構が良好に保存されている
だけでなく、宿場と墓域の空間が残り、街道
を解明できる重要な遺跡」として評価された
ことが要因です。
街道を中心とした国の指定史跡は初めてで、
その歴史的価値と保存活用や次世代への伝え
方など、ご講演いただきます。

日 時 ； ２０２４年２月１２日(月 祝) 講演13:30～16:00（受付開始13:00）

会 場 ; 多摩市 関戸公民館大会議室（8階）
京王線「聖蹟桜ヶ丘駅」 西口 徒歩 3 分

参加費 ; ５００円（高校生以下無料)

定  員 ; ９０名（申込不要＊ 先着順)
（定員を超える入場は消防法により不可）

古道は地域の宝
～鎌倉街道(上道)が国史跡になって～
講師 埼玉県毛呂山町歴史民俗資料館副館長 佐藤春生氏

第一部・基調講演 講師 佐藤副館長（13：30～15：00）

①毛呂山町のおける鎌倉街道の歴史価値や遺跡との
一体空間（街道跡、宿場跡、寺院跡、塚群）について

②国指定に至るまでの経過と舞台裏

第二部・トークセッション（15：10～16：00）

（講師佐藤副館長と歴史古街道団宮田団長との対談）

③鎌倉街道でつなぐ市民と自治体の交流
どうしたら古道と歴史環境を活用し、遺し伝え、
もっと楽しめるかなど、本音でトーク。

講演会

＊諸事情により日程や内容を変更する場合があります。事前に歴史古街道団のホームページなどでご確認ください。

☞「鎌倉街道」と呼ばれる道は、全国に数多くあります。毛呂山町の「鎌倉
街道」は、なぜ、国の史跡指定を受けたのでしょうか。またその街道はどの
ような文化財で、その価値とは一体何でしょうか。史跡の過去・歴史を振り
返り、現在の様子を見ながら、未来について考えてみたいと思います。
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